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鈴木　姫らら 4

報告記入者　： 高橋佑奈

清水　杏夏

合計 4 35

柴田　万緒

竹谷　美樹

谷川　祥子 2 10

芝　奈津美

名前 Shoot Out 合計 1st Period:
長身ポストを自由にさせないDFを意識する
があまり、中国28番の広いスペースでの
シュートチャンスを多く作り失点が増える。
谷川、加藤の活躍により６分過ぎ迄食らい
つくが失点が抑えられず１セット目を落と
す。
2nd Period:
DFを修正し相手のパス回数を増やしミスを
誘う事に成功した。しかし日本チームも川
畑、鈴木の２点プレイヤーが積極的に
シュートを放つも相手GKに阻止され得点す
る事が出来ず７分過ぎ迄４−４とロースコア
ゲームの展開に。中国のタイムアウト後の
プレーのミスを誘い日本は落ち着いて加藤
が得点し４点差とする。その後川畑、鈴木
の連続得点に成功し試合終了となった。
Shoot Out:
後攻の日本、１人目加藤、３人目柴田が
シュートを失敗したのに対し中国は５人全て
のシュートを決めた。初戦を悔しい形で落と
した。

星野　美佳

川畑　博美 8

2 6

望月　ちひろ

加藤　真彩 7

1(10) Shoot Out 0(4)

1(35)

個人得点 戦評：

2(44) 合計

ＶＳ 日本

0(8) ２ｎｄ 1(13)

1(26) １ｓｔ 0(18)
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